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わ
ら
に
ほ
か
げ
・

藁
乳
穂
の
陰
の
赤
ん
坊
一

■■

村
外
れ
の
農
道
で
、
金
九
郎
と
、
幼
馴
染
の
サ
ダ
が
ば
っ
た
り
合
っ
た
。
亜

■■

．
三
年
前
サ
ダ
は
隣
村
へ
嫁
に
行
き
背
中
に
は
赤
ん
坊
を
お
ん
ぶ
し
て
い
た
。
一

■■

■

■

金
九
郎
は
、
サ
ダ
を
道
端
に
幾
つ
も
舵
ん
で
あ
る
大
き
な
蕊
乳
穂
の
陰
に
宮

■

■

｝
述
れ
込
ん
だ
。
一

そ
し
て
、
サ
ダ
を
篭
乳
穂
に
押
し
つ
け
る
と
サ
ダ
は
す
ぐ
に
応
じ
た
。
｝

■■

金
九
郎
が
サ
ダ
を
抱
く
よ
う
に
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
く
と
、
金
九
郎
の
顔
と
』

■回

圭
赤
ん
坊
の
顔
が
典
っ
止
面
か
ら
鉢
合
わ
せ
に
な
っ
た
。
金
九
郎
の
顔
が
く
つ
｝

■

■

．
つ
い
た
り
離
れ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
赤
ん
坊
は
「
見
イ
ネ
、
兄
イ
ネ
、
。

■

■

．
・
ハ
ー
」
で
も
や
っ
て
い
る
と
思
っ
た
の
か
、
金
九
郎
の
顔
が
近
づ
く
と
側
を
垂

■

一
・
ハ
ッ
チ
リ
さ
せ
て
ニ
タ
’
一
タ
笑
う
の
だ
っ
た
。
一

さ
す
が
の
金
九
郎
も
キ
マ
リ
が
悪
く
、
赤
ん
坊
の
顔
を
見
な
い
よ
う
に
目
亜
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ロ
を
つ
む
っ
て
押
し
て
い
た
ら
、
な
ん
と
、
下
の
万
が
キ
マ
リ
悪
そ
う
に
ガ
ヅ
ロ

■

■

。
ク
リ
し
た
。
ロ

■
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「
村
」
一
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に
も
遠
く
、
又
、
森
林
や
雑
草
が
繁
茂
し
昼
な
を
ウ
ヅ
菅
と
し
、
碑
は
繁
茂
す
る

雑
草
の
中
に
隠
れ
る
程
で
峨
家
や
伯
脅
一
般
の
人
々
は
参
拝
が
困
難
で
次
第
に
薄

れ
て
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
識
中
の
役
員
は
石
碑
に
参
拝
者
が
薄
れ
て
行
く
の
を
懸

念
し
協
談
の
結
果
、
昭
和
六
二
年
九
月
吉
日
「
オ
モ
デ
流
れ
」
よ
り
上
面
大
天
女

（
し
面
様
）
の
行
碑
を
現
在
の
嘉
瀬
観
音
山
の
眺
望
地
に
移
転
、
再
建
立
し
た
が

今
も
な
お
、
妊
蹄
や
・
般
の
人
々
の
参
拝
者
で
線
香
や
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
り
が
絶
え

令
〃
叱
り
０
町

《
氏
、
Ｏ
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川
倉
三
柱
神
社
の
事

川
倉
故
其
田
市
五
郎
氏
の
活
。

明
治
初
年
に
神
佛
分
離
の
桝
が
あ
っ
て
、
本
尊
の
観
音
菩
薩
を
弘
前
長
勝
寺
に

隠
陛
し
た
が
、
そ
の
後
そ
の
ま
ま
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
本
尊
の
背
中
に
櫛
引
氏

と
彫
ら
れ
あ
っ
た
の
で
何
処
か
に
あ
る
か
も
。
と
言
う
の
で
あ
る
。

櫛
引
氏
と
は
、
成
田
陸
三
郎
が
櫛
引
城
主
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
通
称
櫛
引
氏

を
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
因
に
望
祥
寺
八
現
存
あ
る
成
田
甚
三
郎
の
五
輪
塔
墓
石

に
も
櫛
引
氏
と
彫
っ
て
あ
る
。
成
田
家
の
原
図
に
「
。
：
。
：
金
木
山
雲
祥
寺
は
当
家

之
建
立
シ
タ
ル
ー
寺
也
。
其
後
百
姓
卜
成
り
川
倉
観
音
林
ハ
地
方
屋
敷
跡
也
」
と

窪
祥
寺
開
削
に
つ
い
て
は
、
北
の
街
社
刊
の
吉
村
和
夫
「
金
木
崖
物
語
」
陸
奥

新
報
に
述
峨
さ
れ
た
花
川
喫
一
「
滞
政
時
代
商
家
の
藤
ら
し
」
、
「
金
木
郷
土
史
」

群
に
一
妃
收
さ
れ
て
い
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

南
部
櫛
引
（
三
戸
郡
舘
村
櫛
引
）
城
主
武
川
催
三
郎
信
越
が
、
天
正
十
九
年
南

部
雁
磁
と
九
戸
政
災
の
南
部
水
家
相
統
や
い
（
弟
一
・
次
九
戸
の
乱
）
の
折
、
九
戸

万
に
加
担
し
て
戦
に
敗
れ
て
津
経
に
逃
れ
、
慶
陸
元
年
金
木
山
巽
祥
芋
を
建
立
、

同
行
し
た
菩
提
寺
住
職
繁
翁
茂
和
尚
を
住
職
と
し
た
。
と
さ
れ
る
。

（
嘉
瀬
の
小
話
（
そ
の
ご
）

嘉
瀬
の
小
話
（
そ
の
二

匡苣
＝

（
↑
牝
罫

祥
《
《

|‐
聿《

〈
《

日

世
束
唯

ロロロ■ﾛ

川
倉
地
蔵
尊
の
こ
と
。

甚
三
郎
に
つ
い
て

雲
祥
寺
開
基
家
は
武
田
甚
三
郎
信
建
で
あ
る
が
、
も
う
二
人
の
武
田
甚
三
郎
が

居
た
。三

代
大
浦
城
主
政
信
の
二
男
甚
三
郎
守
信
が
そ
の
一
人
で
あ
る
。
守
信
は
大
浦

為
信
の
父
に
あ
た
る
。
甚
三
郎
守
信
は
二
男
の
た
め
赤
石
城
武
田
筑
前
守
の
養
子

と
な
り
武
田
甚
三
郎
を
名
乗
っ
た
。
ゞ
」
の
甚
三
郎
守
信
は
第
一
次
九
戸
の
乱
で
戦

）

あ
る
。現

在
の
本
尊
は
弥
陀
、
薬
師
、
観
音
の
三
体
佛
で
政
治
家
津
島
文
治
の
祖
母
津

島
イ
シ
の
寄
進
に
よ
る
。
当
初
の
姿
と
同
じ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
三
柱
と
言
い

三
尊
佛
と
言
い
、
三
が
つ
く
の
は
何
か
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

恐
山
と
同
じ
く
慈
覚
大
師
の
開
山
と
言
わ
れ
る
が
其
の
後
衷
退
し
て
い
た
と
こ

ろ
雲
祥
寺
開
基
繁
翁
茂
和
尚
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
現
在
に
到
る
と
言
う
。
一
説
に

櫛
引
（
武
邑
甚
三
郎
が
津
軽
へ
溶
ち
着
い
た
の
は
妻
ノ
神
で
、
川
倉
審
の
川
原

の
あ
た
り
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
し
ば
ら
く
居
住
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
と
な
る
が
、
こ
こ
に
ま
た

の
間
に
も
同
天
皇
の
御
陵
伝

説
地
あ
り
て
今
よ
り
数
年
前

同
鼎
庁
に
て
取
り
調
べ
、
そ

の
筋
よ
り
は
い
ま
だ
一
回
の

調
査
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
に

な
り
お
れ
る
よ
し
な
る
が
、

史
に
拠
り
て
案
ず
る
に
、
本

年
は
あ
た
か
も
長
慶
天
皇
崩

御
の
応
永
し
年
よ
り
実
に
五

百
年
に
当
り
、
来
る
三
月
十

七
川
は
そ
の
御
正
忌
に
相
当

せ
る
よ
り
、
斑
穂
郡
長
は
県

知
蝋
に
上
申
し
て
調
査
を
急

請
せ
り
と
い
う
。

（
“
頁
へ
つ
づ
く
）

本
鼎
中
津
軽
郡
紙
漉
沢
村
（
現
相
馬
村
）
に
は
長
慶
天
皇
の
御
陵
と
し
て

伝
え
ら
れ
る
Ⅲ
跡
あ
り
。
か
つ
て
取
り
調
べ
の
上
そ
の
筋
へ
上
申
し
お
る

こ
と
な
る
が
、
こ
こ
に
ま
た
福
岡
県
嘉
穂
郡
確
井
村
と
、
千
年
村
と
両
村

一

天
皇
の
御
陵
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
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